
 

学校ビオトープで外来植物を抜いて野草を植えよう 

         足立 圭子  

 

所沢市立西富小学校 2年生（78人）            1時間 30分   

 

所沢市立西富小学校                 令和 3年 6月 11日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムの

ねらい 

対象 所要時間   

場所 

 概要 

 

実施時期 

学校ビオトープで外来種を抜き野草を植える 

 

 

 

 

2020年度からつくり始めた水辺と草地と森のビオトープを観察し外来

植物を抜き、水辺に野草を植える  

1クラス 45分授業を 2クラス行う 

 

 

プログラムの内容 

 2年生は 2クラスなので 2時間目と 3時間目の 2回に分けて行う 

１ ビオトープの意味と活動内容（5分） 

 外来種と水辺に植える野草を説明 

 外来種を抜く班と野草を植える班に分かれる 

２ 外来種を抜く（15分） 

 外来種 2種類を覚えてもらう。抜いた草は袋に入れる 

3 野草を植える （15分） 

 シャベルで穴を掘り、ポットで育てた野草を植える 

4 水辺の観察（5分） 

 水草や水の中や水草にやってきた動物を観察する 

5 感想(5分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分野：② 

受講者の反応 

草がたくさんはえてきたのでびっくりした。トンボがたくさん来ていた。 

水の中にヤゴを見つけた。アカマツの赤ちゃんを見つけた。草には外来種と所沢の草があることが

分かった。草の中にバッタを見つけた。小さなカマキリがいた。小さなカエルがいた。 

 

環境アドバイザー 

活動情報シート A：外部公表用 


